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月例会「長期予報と大気大循環」のご案内と講演募集のお知らせ

　毎年テーマを絞って開催している標記月例会を今年

度は「エルニーニョ現象とその大気への影響について」

をメインテーマとして開催いたします．講演を希望さ

れる方は下記の要領でご応募下さい．なお，1講演あ

たりの講演時間は30分程度を予定しています．また，

講演をしていただいた方には原則として講演内容を

「グロースベッター」に執筆していただきますのであら

かじめご了承願います．

　　　　　　　　　　　　記

日時11月9日（月）13時30分～17時

場所気象庁第1会議室（5階）
メインテーマ　エルニーニョ現象とその大気への影響

　について

申込方法　講演者氏名，所属，講演題目，講演要旨（400

　字以内）を添えて申し込んで下さい．

申込・問い合わせ先

　〒100－8122　東京都千代田区大手町1－3－4

　気象庁気候情報課内　LFグループ事務局

　TEL・FAX：03－3211－8406（自動切り替え）

　E－mai1：1fd－clim＠hq．kishou．go．jp

申込締切　1988年8月31日
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